



















も定着しつつある。2006 年 12 月 13 日、国連総会において採択された「障害
者の権利に関する条約」は、教育についての障害者の権利実現のため「手話
の習得及び聴覚障害者の社会の言語的な同一性の促進を容易にすること。」（第


































学科）は、1990 年 4 月に厚生省の認定資格である手話通訳士養成のモデル校と
して発足した。当初は手話通訳専門職員養成課程と称し、修業年限は 1 年間で、
定員 10 名、専任教官 1 名（聴者）という体制であった。翌年、専任教官が 2
名（聴者・ろう者各 1 名）となり、2002 年には 3 名体制（聴者 2 名・ろう者 1 名）
となった。さらに 2001 年より修業年限が 2 年間に延長された。現在は、定員










　本報告で用いる資料は、2005 年 4 月から 2007 年 3 月までの 2 年間の筆者の
記録と、手話通訳学科の卒業研究の一環として行った質問紙調査、面接調査か
ら得た資料である。
　卒業研究のための調査は 2006 年 4 月から 12 月にかけて行った。在籍中の学






履修分類 科目分類 履修科目 時間数
履修学年





















小計 420 240 180
専門科目
言語 手話言語学 60 30 30
社会





















手話通訳Ⅰ（手話→日本語） 180 90 90






交流実習 60 30 30
手話通訳実習 180 180
卒業研究 卒業研究 60 60
小計 1980 960 1020
合計 2400 1200 1200
























男 20 代 4 年（大学の手話サークル、地域の手話サークル）
女 20 代 1 年未満（大学の授業）
女 20 代 2 年（大学の授業、地域の手話サークル）
女 30 代 4 年（自治体主催の手話講習会）













































































































































































































































































































　その重要さは、各学年の秋から冬に 1 ～ 2 回設けられる交流実習の際にも繰






























































































































































































（1）原文では「Facilitating the learning of sign language and the pro-
motion of the linguistic identity of the deaf community」である（United 












































・United Nations, Convention on the Rights of Persons with Disabilities
　http://www.un.org/disabilities/default.asp?id=259
・外務省　障害者の権利に関する条約　和文テキスト（仮訳文）
　http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/shomei_32b.html
